
(57)【要約】

【課題】端子平坦度に優れた小型水晶発振器を低価格に

提供することを目的とする。

【解決手段】セラミックパッケージ内に圧電振動片を収

納した圧電振動子と、圧電振動子

と共に発振回路を構成する為の電子部品と、圧電振動子

と電子部品とを搭載したフレキシ

ブル配線基板とを備え、電子部品を前記フレキシブル配

線基板の片面上に搭載し、圧電振

動子を電子部品の上部を覆うよう圧電振動子を複数の柱

部材を介してフレキシブル配線基

板上に配置したことによりフレキシブル配線基板が小面

積となり従来採用していた金属フ

レームを設けなくともセラミックパッケージの剛性によ

りフレキシブル配線基板の平坦度

が得られるよう構成したので、小型且つ低価格な圧電発

振器を実現することが可能である

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ 内 に 圧 電 振 動 片 を 収 納 し た 圧 電 振 動 子 と 、 該 圧 電 振 動 子 と 共 に 発
振 回 路 を 構 成 す る 為 の 電 子 部 品 と 、 前 記 圧 電 振 動 子 と 前 記 電 子 部 品 と を 搭 載 し た フ レ キ シ
ブ ル 配 線 基 板 と を 備 え 、 前 記 電 子 部 品 を 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 片 面 上 に 搭 載 し 、 前
記 圧 電 振 動 子 を 前 記 電 子 部 品 の 上 部 を 覆 う よ う 前 記 圧 電 振 動 子 を 複 数 の 柱 部 材 を 介 し て 前
記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 上 に 配 置 し た こ と に よ り 前 記 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ の 剛 性 に よ り
前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 平 坦 度 が 得 ら れ る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 圧 電 発 振 器
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 柱 部 材 が 前 記 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ の 外 底 面 と 一 体 化 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 電 発 振 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 柱 部 材 が 前 記 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ 及 び フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 と 別 体 の 部 材 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 電 発 振 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 柱 部 材 が 金 属 ボ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 圧 電 発 振 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 振 器 に 関 し 、 特 に 小 型 の 電 圧 制 御 型 発 振 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 小 型 水 晶 発 振 器 と し て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 水 晶 発 振 器 回 路 を 構 成 す る 電 子 部 品
を フ レ キ シ ブ ル 基 板 上 に 搭 載 し た 構 も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 即 ち 、 同 図 ３ （ ａ ） は 従 来 の 水 晶 発 振 器 の 斜 視 構 成 図 を 示 し 、 同 図 ３ （ ｂ ） は Ａ － Ａ '
部 分 の 断 面 構 成 図 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 水 晶 発 振 器 １ ０ ０ は 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 １ ０ １ の ラ ン ド パ タ ー ン
１ ０ ２ 上 に 直 に 水 晶 振 動 子 及 び 増 幅 回 路 等 の 電 子 部 品 １ ０ ３ を 搭 載 し 、 こ れ ら 電 子 部 品 １
０ ３ の 上 面 を 覆 う よ う 金 属 ケ ー ス １ ０ ４ を 搭 載 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の と き フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 １ ０ １ に は 基 板 の 撓 み に よ り 基 板 平 坦 度 が 損 な わ れ る の
を 防 止 す る 為 、 そ の 外 周 縁 に 導 体 配 線 材 を 利 用 し た 金 属 フ レ ー ム １ ０ ５ が 埋 め 込 ま れ て お
り 、 金 属 ケ ー ス １ ０ ４ と 金 属 フ レ ー ム １ ０ ５ と を 接 合 す る こ と に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線
基 板 １ ０ １ の 剛 性 を 得 て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 構 成 の 水 晶 発 振 器 １ ０ ０ の 場 合 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 １
０ １ が 部 品 搭 載 域 の 外 周 に 設 け た 金 属 フ レ ー ム １ ０ ５ の 範 囲 だ け 広 面 積 化 が 避 け ら れ ず 、
こ れ に よ り フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 １ ０ １ を 用 い た こ と に よ る 低 背 化 の 利 点 よ り も 広 面 積 化
に 伴 う 水 晶 発 振 器 １ ０ ０ の 大 型 化 と い う デ メ リ ッ ト の 方 が 大 き く な る と い う 問 題 が 発 生 す
る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 １ ０ １ の 平 坦 度 を 得 る 為 に は ケ ー ス １ ０ ４ と フ レ キ シ ブ ル
配 線 基 板 １ ０ １ と の 固 着 力 が フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 １ ０ １ の 縁 全 体 に 一 様 に 発 生 す る よ う
フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 １ ０ １ と 固 定 さ れ る ケ ー ス の 縁 が ほ ぼ 等 し い 高 さ で あ る こ と が 一 般
的 に 必 要 で あ る が 、 型 抜 き 工 法 に て 形 成 さ れ た ケ ー ス １ ０ ４ で は 、 安 価 で は あ る が ケ ー ス
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１ ０ ４ の 縁 が 不 均 一 で な い も の が 一 般 的 に 発 生 し 易 す く 一 方 、 複 数 の 金 属 材 を 溶 接 し て 構
成 し た ケ ー ス で は 、 ケ ー ス の 縁 を 一 縁 に 均 一 に 保 つ こ と が 可 能 で あ る が 、 高 額 で あ り 、 水
晶 発 振 器 の 小 型 化 と 低 価 格 化 と が 両 立 で き な い と い う 問 題 が 発 生 す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 圧 電 発 振 器 の 上 記 諸 問 題 を 解 決 す る 為 に な さ れ た も の で あ っ て 、 フ レ キ シ ブ ル
配 線 基 板 を 実 装 用 基 板 と し て 用 い た 場 合 で あ っ て も 水 晶 発 振 器 の 実 装 範 囲 が 狭 面 積 で あ り
、 且 つ 、 端 子 平 坦 度 に 優 れ た 圧 電 発 振 器 を 安 価 に 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 為 に 本 発 明 に 係 わ る 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ
内 に 圧 電 振 動 片 を 収 納 し た 圧 電 振 動 子 と 、 該 圧 電 振 動 子 と 共 に 発 振 回 路 を 構 成 す る 為 の 電
子 部 品 と 、 前 記 圧 電 振 動 子 と 前 記 電 子 部 品 と を 搭 載 し た フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 と を 備 え 、
前 記 電 子 部 品 を 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 片 面 上 に 搭 載 し 、 前 記 圧 電 振 動 子 を 前 記 電 子
部 品 の 上 部 を 覆 う よ う 前 記 圧 電 振 動 子 を 複 数 の 柱 部 材 を 介 し て 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板
上 に 配 置 し た こ と に よ り 前 記 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ の 剛 性 に よ り 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基
板 の 平 坦 度 が 得 ら れ る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に 加 え 、 前 記 柱 部 材 が 前 記 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ
ー ジ の 外 底 面 と 一 体 化 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に 加 え 、 前 記 柱 部 材 が 前 記 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ
ー ジ 及 び フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 と 別 体 の 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に 加 え 、 前 記 柱 部 材 が 金 属 ボ ー ル で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 圧 電 発 振 器 は 、 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ 内 に 圧 電 振 動 片 を 収 納 し た 圧 電 振
動 子 と 、 圧 電 振 動 子 と 共 に 発 振 回 路 を 構 成 す る 為 の 電 子 部 品 と 、 圧 電 振 動 子 と 電 子 部 品 と
を 搭 載 し た フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 と を 備 え 、 電 子 部 品 を 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 片 面
上 に 搭 載 し 、 圧 電 振 動 子 を 電 子 部 品 の 上 部 を 覆 う よ う 圧 電 振 動 子 を 複 数 の 柱 部 材 を 介 し て
フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 上 に 配 置 し た こ と に よ り フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 が 小 面 積 と な り 従 来
採 用 し て い た 金 属 フ レ ー ム を 設 け な く と も セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ の 剛 性 に よ り フ レ キ シ ブ
ル 配 線 基 板 の 平 坦 度 が 得 ら れ る よ う 構 成 し た の で 、 小 型 且 つ 低 価 格 な 圧 電 発 振 器 を 実 現 す
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 示 し た 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に 基 づ く 圧 電 発 振 器 の 一 実 施 例 で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 側 面 構 成 図 を 示 し 、 同
図 （ ｂ ） は 圧 電 発 振 器 を 分 解 し た 状 態 の 斜 視 構 成 図 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 同 図 に 示 す 水 晶 発 振 器 １ は 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ の 片 面 側 の ラ ン ド パ タ ー ン 上 に 直
に 電 子 部 品 ３ を 搭 載 す る と 共 に 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ の 外 周 縁 に 設 け た ラ ン ド パ タ ー
ン ４ 上 に 金 属 ボ ー ル ５ を 搭 載 し 、 更 に 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ と ほ ぼ 等 し い 平 面 形 状 の
水 晶 振 動 子 ６ を 電 子 部 品 ３ の 上 面 を 覆 い 、 且 つ 、 金 属 ボ ー ル ５ を 介 し て 水 晶 振 動 子 ６ の セ
ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ ７ の 底 面 に 設 け た 面 実 装 端 子 ８ と ラ ン ド パ タ ー ン ４ と が 導 通 す る よ う
搭 載 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 場 合 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ の 外 周 縁 に は 、 従 来 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 補 強
用 と し て 採 用 し て い た 環 状 配 線 に よ る 金 属 フ レ ー ム を 備 え ず 、 更 に 、 水 晶 振 動 子 ７ を 他 の
電 子 部 品 ３ と 重 ね て 配 置 し た 構 造 と し た こ と に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ の 形 状 を 水
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晶 振 動 子 ７ の 平 面 形 状 と ほ ぼ 同 等 に ま で 小 型 化 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 従 来 の 環 状 の 金 属 フ レ ー ム を 備 え て い な く と も フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ の 小 型 化
と 共 に 、 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ ７ が 一 般 的 な 焼 成 工 程 に て 容 易 に 形 成 す る こ と が で き 、 且
つ 、 そ の 下 面 は 平 滑 で あ る の で 、 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ ７ の み を 補 強 フ レ ー ム と し て 用 い
た だ け で も 従 来 の 金 属 ケ ー ス を 補 強 フ レ ー ム の 場 合 と 比 較 し て 安 価 に フ レ キ シ ブ ル 配 線 基
板 ２ の 基 板 平 坦 度 （ 端 子 平 坦 度 ） に 優 れ る 水 晶 発 振 器 １ を 確 実 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 水 晶 振 動 子 ６ は そ の 上 面 に 金 属 蓋 ９ を 備 え た も の で あ る の で 、 こ の 金 属 蓋 ９ を 水
晶 発 振 器 １ 全 体 の シ ー ル ド ケ ー ス と し て 用 い る こ と に よ り 従 来 使 用 し て い た 水 晶 発 振 器 専
用 の 金 属 ケ ー ス を 必 要 と す る こ と が な く 、 こ の 金 属 ケ ー ス が 省 か れ た こ と に よ り 水 晶 振 動
子 ６ を 部 品 上 に 配 置 し た 構 造 で は あ る が 水 晶 発 振 器 の 高 さ を 従 来 と 同 等 ま た は そ れ 以 下 に
抑 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 面 実 装 端 子 ８ と ラ ン ド パ タ ー ン ４ と を 導 通 さ せ る 柱 部 材 と し て は 金 属 バ ー ル ５ の 他
に 角 柱 の 柱 部 材 で も 構 わ な く 、 こ の 場 合 、 柱 部 材 は 例 え ば 一 本 の 金 属 棒 を 角 柱 の 長 さ に 切
断 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 但 し 、 角 柱 ま た は 円 柱 、 楕 円 柱 の 柱 部 材 は 、 そ の 形 成 時 の 切 断 精 度 の バ ラ ツ キ 及 び 、 金
属 棒 の 太 さ の バ ラ ツ キ に よ り 個 体 間 の 大 き さ が こ と な り 、 こ の 為 、 金 属 棒 を 柱 部 材 の 長 さ
に 切 断 し た 後 、 個 体 間 の 長 さ の バ ラ ツ キ を 補 正 す る よ う 研 磨 加 工 し 、 そ の 後 、 フ レ キ シ ブ
ル 配 線 基 板 ２ に 搭 載 さ れ る が 、 こ の 場 合 、 補 正 さ れ た 方 向 を 確 認 す る 必 要 が 生 じ る の で 効
率 的 な 組 立 作 業 が 得 ら れ 難 い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 点 、 金 属 ボ ー ル の 柱 部 材 は 、 元 々 球 形 で あ る が 故 に 搭 載 方 向 が 限 定 さ れ ず 、 ボ ー ル
の 直 径 の バ ラ ツ キ が 発 生 し た 場 合 で あ っ て も 、 例 え ば ボ ー ル を ２ 枚 の 研 磨 板 の 間 に 挟 み こ
み 研 磨 す れ ば 、 一 様 に 直 径 の バ ラ ツ キ の 補 正 を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 為 、 フ レ キ シ
ブ ル 配 線 基 板 ２ へ の 搭 載 時 に は 直 径 が ほ ぼ 均 一 な 大 き さ で あ る こ と か ら 角 柱 の 場 合 の 如 く
搭 載 方 向 を 気 に す る こ と な く 効 率 的 な 組 立 作 業 が 得 ら れ 易 い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 水 晶 振 動 子 ６ と フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ と を 金 属 ボ ー ル ５ の み を 介 し て 接 続 し た
構 成 を 用 い て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 加 え て 電 子 部 品 ３ の 上 面 と セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ ７ の
底 面 と を 非 導 電 性 接 着 剤 を 用 い て 固 着 し て も 良 く 、 こ れ に よ り フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ が
よ り 強 固 に 拘 束 さ れ る の で 基 板 平 坦 度 を 高 精 度 に 保 つ こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ に 限 ら ず 、 部 品 搭 載 用 基 板 と 柱 部 材 と を 別 体 と し た こ と
に よ り 、 部 品 搭 載 用 基 板 面 が 平 面 状 態 と な る の で 電 子 部 品 ３ が 搭 載 さ れ る ラ ン ド 及 び 、 ラ
ン ド パ タ ー ン ４ 上 に 半 田 を 容 易 に ス ク リ ー ニ ン グ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 、 水 晶 振 動 子 ６ と 柱 部 材 ５ と が 別 体 で あ る 構 造 を 用 い て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発
明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 図 ２ に 示 す よ う に 柱 部 材 ５ を 水 晶 振 動 子 ６ の セ ラ ミ
ッ ク パ ッ ケ ー ジ ７ に 一 体 に 設 け た も の で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 即 ち 、 図 ２ は 本 発 明 に 基 づ く 他 の 実 施 例 を 示 す も の で あ っ て 、 水 晶 振 動 子 ６ の セ ラ ミ ッ
ク パ ッ ケ ー ジ ７ の 底 面 に は 積 層 構 成 に よ り 設 け ら れ た 柱 部 材 ５ を 備 え 、 更 に 、 柱 部 材 ５ の
底 面 に は フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ２ の ラ ン ド パ タ ー ン ４ と 固 着 す る 為 の 面 実 装 端 子 ８ を 備 え
、 ラ ン ド パ タ ー ン ４ と 面 実 装 端 子 ８ と が 導 通 接 続 す る こ と に よ り セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ ７
内 の 水 晶 振 動 片 と を 電 子 部 品 ３ と が 導 通 し 水 晶 発 振 器 回 路 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 上 記 で は 圧 電 振 動 子 と し て 水 晶 振 動 子 ７ を 用 い 本 発 明 を 説 明 し た が 本 発 明 は こ れ に
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限 定 さ れ る も の で は な く 、 弾 性 表 面 波 共 振 子 及 び そ の 他 圧 電 材 料 を 使 用 し た 圧 電 振 動 子 に
も 適 用 可 能 で あ る こ と は 云 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） 本 発 明 に 基 づ く 水 晶 発 振 器 の 一 実 施 例 の 側 面 構 成 図 を 示 す も の で あ る 。 （
ｂ ） 本 発 明 に 基 づ く 水 晶 発 振 器 の 一 実 施 例 の 分 解 構 成 図 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 基 づ く 水 晶 発 振 器 の 他 の 実 施 例 の 分 解 構 成 図 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 従 来 の 水 晶 発 振 器 の 平 面 図 を 示 す も の で あ る 。 （ ｂ ） 従 来 の 水 晶 発 振 器 の
断 面 側 面 図 を 示 す も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ … 水 晶 発 振 器 、 ２ … フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 、 ３ … 電 子 部 品 、 ４ … ラ ン ド パ タ ー ン 、 ５
… 金 属 ボ ー ル （ 柱 部 材 ） 、 ６ … 水 晶 振 動 子 、 ７ … セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ 、 ８ … 面 実 装 端 子
、 ９ … 金 属 蓋 、 １ ０ ０ … 水 晶 発 振 器 、 １ ０ １ … フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 、 １ ０ ２ … ラ ン ド パ
タ ー ン 、 １ ０ ３ … 電 子 部 品 、 １ ０ ４ … 金 属 ケ ー ス 、 １ ０ ５ … 金 属 製 フ レ ー ム 。
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【 図 ３ 】
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